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维者は.精子潑生時に於ける細胞內有形形質の分裝機構を研究する目的をなて 
數年前から主として蛛形類を用ひつ^ある。キ3クトウサソリ Buthiis marU - 
mii とは相當長い親しみであるが，今年からサソリモドキも用ひて研究するや 
うになつたので，いつもの事乍らかう謂つた研究には何といつても新鮮な個體 
を而も多盛に必婴とするところから採集とか飼宵といつた事にもかなり渭ゾど祈 
らされる。そんなところからかうした閒には是等の動物からをの習性とか截富、 
場-所の狀態など敎へられる事もかなり多く，辣に此度はサソリとサソリモドキ 
の兩者の生態を比較觀察する機會にも惠まれつ^ある0後者の觀察は曰尙谦淺 
いので實な今後の觀察に多くのものがあるのであるが，それにも拘らずこの短 
朔の觀察にすら似通つたやうな習性をもつものと思はれるこの兩者の間にも一 
から十まで似てゐるとは勿論ゆかぬので，をれどころか隨みちがつすこところが 
ある事も分つて飼育法にも一段と工夫させられてゐる〇此度畏敬する高島奢雕 
巧の需めもあつて，筆を執ら5とするのであるが，今回の分は Some V ecological 
notes on the whip-scorpion, Typopeliis stimpsoni (Wood) といつたところであ 
り，天単にがける S 巧の韓外觀察とをれが後六巧に至る窒內觀察をまに寫眞に 
よつて解說する事にならう0 

今後何年かこの動物の恩澤をうけねげならたと思ふので，從つて爾後の觀察 
はなを隨時追記されねばならぬと想像してゐる〇か安いふところから標題もあ 
^いふやうに揭げておくことにしずこ0それからなるべく生態寫眞を示したいと 
思ふのは，かういつずこ隱遁生活をする動物の生きずこを態は案か見當らぬや5に 
思ふからである0 

サソリモド キはが前は Thelyphom は stimpsoiyi とされてゐたが今日は Typo - 
peltis stimpsoni (Wood) の學名で廣く知られる大形異形の動物として珍重がら 
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れてゐる。 -- あムチサソリ，サソリグモの和あもあるが，これは whip-scorpion 
(英 )， Oeisselskorpioue (獨） • scorpion spider (英）に當る譯あと見てよろしか 
らう0义異おとしてシリヲムシを巧ふる 人 もあるが，この他に幾多のホ营があ 
る 0 例へばへヒリムシ，フフィリャムシ（あ美大島），ツツバ シ ヤン（德么な） 
へノジ3ウ（硫黄島)，へヒンジュウ（口之島），へヒラムシ(諫訪»島)，スム 
シ（衞島），へゴマ（旌巧島縣巧)，スダチ（同縣枕崎町ル湊）等で，何れもこ 
の動物の習，陡の一面をとらへてゐるのは面ない。載が採集に赴く天草牛深では 
ち老達はハカムシと.いつてゐる樣であるが，この標ロロロを子供に見せると「カン 
タキだ」とすぐに答ぺて樹に多いと云ふ。しかしこれは明かにカミキリムシと 
見誤つていふのである事は閒違ひないところである。 

産地サソリモドキは旣に知られる如く熱帶から西熱帶の動物で，本邦では齋 
美大島な南の疏巧から臺灣にはまあ普適に產するが，み布上興味ある事に化喝 
肆リ群農を點々と 4 t 上して鹿兒鳥縣の一部に見られ，更に： j 化して天単島の南端 
牛深まで見られる事である。而も九州本主にかける產地はか了れも南方と舟運の 
頻繁な避に限局されてゐる事を見逃してはならぬ。今日知られる所では牛深 
(化絳32011 /) なサソリ带ド ホみ布‘の嚴化の地であるが，この牛深でもをの產地 
は極めて限局されてをる様に思はれる0私は同町を中'じ、として海岸づたひに數 
箇所をさがしたが，同じ牛深でもル擧校附近を數了離れすこ所では，如何に外觀 
貞勺には裕好な薇實、地と思はれる所でも私に辟をの麥を見おし得なかつたので， 

この點は將ぶつとさがさねげとは思ふがを少不思議に思つてゐる〇 
棲巧 云巧の牛深に於.ける觀察では，サソリモド乎の棲巧はこれを二つに大別 
される0—つは粘主眞の山の斜厨であつて，殊に出に通ずる道路や炯の閒藥の 
爲に切り閒かれすこ山の斜面を注意深く見ると赤をの趙±の所に小さな孔を潑見 
する0始めはこの孔が何物であるかは全然からなかつわがこの奧にサソリモド 
キが潑んでゐるのであつた0このホ上を少し宛崩して巧くと奧巧げせまいが幅 
は約40のの，時に樊巧 40 mm で長い筒がの穴を掘りあてるが，サソリモドキけ 
この中にあの黒茶けずこ體をくすねずこや5にして潜んでゐる〇 この壌が尺の大ミ 
さは了度自分の體を入るるに足る义のもので，彼等自身は身動き一つが來ね位 


1) み巧の總巧的識は江畴褚 H 博± (1940)の本誌701. 5, no . も pp •が一98に詳 
しい。 
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の.きまり'〇けの箱がを掘つてゐるのであを0冬湛りをすな動物に屡々見るやク 
な《暇期に夕數俯體ボ集團しでーク义に主もぐりしでゐるやうな事は狄してこ 
め猶物では見ら-れね。ークがには必ず-^您で,この機み'/くもまげらに間をおい 
て見らかるので如何にも孤獨お淸をすもかの和ろである。幼いものはやはりを 
の身疆に應じだ义の小さ—さの巧をうがつて棲んでゐる。力へる棲解の止貧は常 
に*嘗め漏萬:ををむ所た股ちれ，前も褚みみの有るれ!の斜面•の方には表た幕 
叢が繁つて陰视を趙ると共に適當なかかが常にが巧をれる樣になつた場巧であ 
る〇转鸿した主寶の所には決して見當らか〇ホソホモ丫平はこの掘り巧の中に 
常に鞭狀體を體側に、おけ‘て潑んでゐるので，そのお狀體の端は頭部た連すそ依 
になつてみろ〇穴をさらけがしでを蟲な•極をで靜かなもので少し位つ^いても 
動か5ともしない 0 . あたかも參雜中のものと‘まつた形であ-る 0 か'^る攘所の觀 
察!/がだないやうであるが，これほ恐らく蕾まだ發き頃圭での狀態ではなから 
うと-思ふか-この棲み穴な散お的にしか赏當らぬ第は.前に一寸述べすこが，をれだ 
からかやう、な棲がでホ踩集に味多くを璧めない’のモ移:の知つた最も夕 < 得られ 
た箇所でさへ約一閒幅の晤割に7〜 g 艳巧外のも々しか見られなかつすこ位であ 
らぅ。 

もう一つの棲所はお墓場である0を;:でほ:出較的察易に得られる0墓石の下 
にこれス自か一つの身體を又る、に巧る义のず面的な穴をう がってぁ-た (第一 
圖)。こ^ではおと直接に幾み巧:妹搂す.もから，もはや简义を作る必嬰はないの 
である〇しかしこれではまに見ずこ山の斜两のよぶは夕少穴も大きく身體はや^ 
启由に動かし得る位の大きさである。一つかおの卞面に一匹のみを見おすのが 
常例であるが，時には3〜您を見.る黨がある 0 ここでなもはや活動的で，嫌 
に晴れた扫などにはおを動かすと逃げおすちのに巧會ふ事さへ產々である〇し 
かし曇つすこ日や氣溫の但:い時刻にはじつとしてゐる傾向がある0彼等を最も多 
く見みける'のな目當りのよくない巧で,平地に近い：お源のある附逝のおの卞厨 
である0ナメクデやカタツムリが棲むやうなみし溶クた所を被等は好*むらし 
い0日當り.の良いおの下画ち見る事はめ〇たにないといクて.も差つ力、人ないの 
で，かやうな所のおをひき抵ずとおまつずこやうに體の前緣がをく帳どられたサ 
ツマゴキブリ Opds^iolaHa otimtcUis Burmeister ボカサカサといつたやうな寶 
をたて V 忿ぎ逃げおすのに廻り會ふをの.ものである。 





逝 t 雖比力、ういつた 
错所でがが旣にぶ乂 
ぶから幼-がたで大小 
穗々のサソリモドキ 
をが柴し f 少るが，之: 
等皆火體1: ミ〜 1み mil 
化の幼者と 18 〜 23 
mm 位の中化のもの 
と "lOmm を超’'をるが 
大若の 3 通りのもの 
.に大呂リし巧-られる ひ 
3 巧下句では 13nini 
よ;、下のものは見かけ 
なかづす.こ〇 

サソリモドキのぶ 
體は雌雄で形を興に 
する（第二岡〜第お 
圆 )0 その外離上のお 
なる相違け.， 1) 徘 
には觸鬚の膛節にあ 
るの側炎化：よをの先 
端か特別に肥怪膨乂 
し且つ强く巧侧〜蠻 



巧1碗穂矿 r に於けるサソリモト•キ 

不 I •の-ド曲に掘られた f 若み义中じ潜む.上ぶの一 
には巧 mi " 火，下力-は：胤麵火.（佐麟原岡） 


曲するが，雌ではこのの侧义,|けマ'、化端;よ銳尖であ'0 J 1. つ雕なと—吐の曲してゐな 
ぃ。 2) 又觸搔の轉節の侧の擲快巧起は，維では.小化つ比較的鈍に終るえ':，雌 
では著:大見づ銳尖である〇 3) 維の腹部體節はがれも略同大の幅から成る扩， 
雌では腹部前方の2, 3節は狹小なので頭胸部との媒のくびれを寫眞でもあざや 


かに見られる（第ミ圖，第お励 )0 


かやうな性徴は3如ぶ也上のものでは極めて明媳で豁易に雌雄を區別し巧ら 
れるが，これが下の個體に4-ろと雌雄の別を外部よな.;拥ろ事||よ閱難で，これら 



(76) 


はか見からは何れも離のやうな形態を示してゐるひ 
S 巧に於ける成體の狂,現は少いと言へるので，數日の間こ恐らくが0巧が上 
もが集したであら5が ( III . 19—20, 22-23). この中に僅かに46匹のぶ體を 
得わのかでめる〇をの雌雄の割合は淮15巧，雌别巧であつた0如何なる理か 
によろもの.か雄が少い幕は不思議であつた0化獻义巧げ南巧の鑑を寺:で1935 
年の十月にこの同極のサソリモドキ11擅を採集してゐるが，これでは踞ろ離 



第2圖サソリモドキ雄 X ca -4 - 第3岡サツリモドキ雌 X じ、-ィ' 

(佐藤原圖） 

6 であつ わと報吿して ゐら〇 恐らく 碧 夏に 巧 ふにつれ略同數にれ あ離を 採集し 辖 
られるやうになるものと想像してゐるが，これは推轟の範圍內で今のところ何 
とも云へね。雌继のお現率が時季によつて相違すろ事は他の動物でも報吿され 
ずこ例もあり，その理ホ|に就いて考察されたのもあるが，このサソリモドキの場 


2) \Vu, Hsien Wen 1936 A Review of the Scorpions and Whip-Scorpions of China* 
袖化 ' nsia vul. 7, no. 2, p.127. 
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合についても今を尤みをなすべきものと思ふ。 

食お自然の礫所に於ける彼等のを旣動物な如何なるものかをく知るところが 
ない0これはひとりサソリモドキに限らず山:類 HIX に就いて霄〜るや5でみ 

么〇 

サソリモドキの採集に際 し 私护見た彼等の住居は常に奇麗な事であつた〇义 
假にこの化居に彼等の食摔らしきものを見おしたとしてもをれは恐らくかやう 
なものから食鲜動物が何をたるかを見極める事は豬んど不可能な事であら5 〇 
私の鮮が觀察で知るとこをは巧一回カタツムリの一趣 （ g をホ詳）の巧魂を食 
ひつ心ある所を巧靈に阔擊しすこ事があるのみである。 

飼育下のサソリモドキに私の試をさせた食锅動物の恥彼等の食物として完 
をに攝をされすこものは今のとこを次の如くである。 

イへバへ iU 威 a domesifca 
ヒ メイへバへ Jfomalomvta cayuculans 
キンへ LuciHa mesar 

-。り 

ウゾキト’ググモ Lycoea T-insignita 
ワラチ—ムシ 

一涨^にサソ9は小食性である事はをくから知られる所である。租、自身のキヨ 
クトウサソリにがける經驗でも觸や蜘蛛をーヶ巧に數巧でもよかつたのであ 
り，數グ巧側食解を與へな；ても極めて元氣に活動して居つた。义古い記!！な！ 
もキヨクトウずソリのがな1ヶ巧で小を大巧蜘蛛二疋をなて足りると書かれた 
のもあり， Fabre も歐洲產のサソリ お uthus oceitanus の "活動力を辦くれす 
には，九ヶ巧閒の絶對的颖衾を必要とした"と述べてゐる位である。 

サソリモト，乎の飼育當初には，私はサソリモドキもサソジ並みのものとして 
食巧を少しか輿〜ておかなかつた0ところがこれはとうであらう！彼等なこれ 
では全く見りなかつすこのである0忽ちにして典叙'こよつて腹を滿ず舉にお會つ 
てしまクた〇サソリモドキは案かに貪食である事を其をの飼育から知クた。此 
頃はサソリモドキー巧に對し每曰规や蜘蛛6〜 ■? 巧當りにはなるやうに給食し 
てゐるが，これを1日か2日怠つても共喉を始も必ず一匹は犧性に供なられ 
る 0 サソリモドキは—體液に富んだ巧)質の夕いホを]皆むかの如く見える。彼等の 


3) 楠村利夫巧の同定を經た〇 




食性的祇動はサソリと词様一曰 
中ではやはり巧間が主であろ 
が.俳し白晝でもよく捕食する 
もので，この點はサソよりも 
頻繁なのを見る0 
共を 巧爲 サソリの與晦巧爲に 
就いては, Fabre の験洲產 
Buthus occilanus にがけるち名 
な觀を記の中に見える 0 この サ 
プリでは.交際季にその目的を 
•重した後.虔々雄サソリは雌サ 

第さ圖（-ド）サソリモドキ雌 X 2 
(佐藤原圖） 


第4圖（上）サソリモドキ雄 X 2 
(佐藤原圆） 


ソリの爲に食はれるのであ 
る。而も何時も頭のホから食 
ひ初みられて殆ど雄サソリの 


を身を雌サソリは食ひ盡して 
しまふが, • な腹部だけはつぶ 
しきれないて'指てられる〇か 
やうな共晦巧爲はを総季に限 
るものの如く，’この時期がか 
の巧趣間內の共喉は具られな 
い揀であり，.又この事は他種 
のサソリでも左獄であらうと 
想像されてゐる。 



キヨ クトウサソリでの私の飼育觀をによると，雖サソリが愿々減じてゆくが 
季があつて，その煩には座々脚い尾傾部のみボ飼育箱中におれむ潍おとして.ぉ 
かれてゐなのであ〇たが，が他の夕くの.季1がにはさやうな事诗’认:してをく雄み 
ソリも雌サソリも何れも央、:喉されたや5な形跡にお會ふやうな事け俯かづた な- 

:論:^^^^^ す" P . ぅ 

脚巧爲のぁったみ嚷じ^^!^^、ぶ'.''…… • .んぶ,3 

=r 為 :^^ fe,,, 零 .' A. 

うに化ぶ 


但し私 
はサソリの與晦巧 
爲を熟赋レすこ事は 
ないので，頭から 
食ひ始められるも 
のなりや香やを語 
ろだけの資料な何 
もない 0 然し食ひ 
殘された部分が何 
時も固い尾腹部で 

あり，稀に前腹の一部が殘つでふても何辟も歷腹部が-附猜しておつた•赛な間違 


第 6 齒棲家のサツリモドキ雌 

傭と第ーホ脚と鞭狀體にを意. 
第7.圖とは較御鹽ちりたい. 


4) 動雜 voL 8, no •が， P . 67 

5) 森達が•山田ま彥譯-19が.昆轟記父 VIII , P . 
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ひのないところである〇力、やうな所から考へて，サソリでは （1) 巧隙季な外 
には共唤巧爲はまあ見られないのが通常であろ. （2) 少くとも雄扩雌にどうも 
やられるらしい， （3) 體の前方から霞はれるもののやうである一といふやク 
な事はをはれるかも知れね。 

ところでサソリモドキの巧晦巧爲である0 S 巧下旬から六巧下旬におる飼す 
下の擲察でなあるが，サソリモド乎では共唤は案外常習巧爲のす^うに見える。 
食解に飢るるとお晦をやるといつてもいいと思ふ位である0前にも一寸觸れわ 
如く一巧二日給食を怠るときをつたや5に一曲は犠牲となつてゐる〇おの飼育 
雑は直徑 30 cm の圓鉢と25 X 18 cm の金網張りの木箱との兩者で • 何れにも 
四曲な下しか入れないのを原則としてゐる。この廢さにこの铜體數なれば，ま 
あ平摇な暮しをしてくれるだらうと飼育者は勝手に想條してゐるのである0 

狹い所に彼等を数把おいてしにら < 彼等の--般巧爲から觀察して.見よ拓 
の破片が超かれた自分の化み家に豐かして’ゐる時の彼に就いては別にいふ事が 
ない 0 自然のが居に見ると別にかわりはないのである 0 二巧が偶然に避遍しずこ 
所から始みよク〇二粗け. m を頭に尾がの鞭をピンと張つて相手を威嚇するかの 
やうに鉛を振り毅す〇しかし大ていの場をはこのお'> で—ぶをに SU れて忿ぎ化み 
家〜逃げ去る 0 しかし巧近がに二匹が頭をつき合なすやうな事が:あつたとすも 
と，ぶひに威張つすこや5に化右に開けた鉛をつきが:して銷と錯を力•ち合せ 
ぺ、騎合といつた一時がある 〇 こんなこと扩しげらく紙く皮;，大抵の場を兩著は 
左右に別れ，せかせかと隠れ衆〜逃げをむ。時にどちらかのーホが相手の體側 
をかすめ r すれ違ふやうに別れる事もある 0 しかしか5しずこ時に別れ去ら弓と 
するどちらかを怒らしてぶると叉々銷を振り驟して•如何にも怒りつほ。くな:ク 
て棒切れに つ' > か^ つてくるの扩屢々である〇たうしずこ作爲的なヶシカヶを二 
つのチソリモドキに巧つて私は一度と5とう匹を失つすこ事がある0例の如く 
锁を左右に大きく開いて相乎の體側とずれ違つわ直後も5—度追ひ巡しすことこ 
ろ，追ひ遊された一匹は巧乎の鞭狀體をしつかり銜へたのであゐ。こ の先の m 
巧を記す前に舞で少しサソリモドキの行動の際にがける體の附屬器の一二の動 
きを法煮しておかク〇 

サソリモド乎が棲み家にじつとしてゐる時は尾狀の細長い鞭狀體は地上にお 
かれた儘か，少し斜めに持ち上げられた程度である（第み厨) 0. ところがをの 




.住居の瓦屋根を除けた時に最がの身裤へは實にこの鞭狀體で，サツト直上さず 
のであ6〇それがら一度お巧するとなるとこの者•ホ實に微妙な動きをなす P ホ 


V リモド キの沉尾に長く引いた鞭狀體——鞭狀體と書いたのではこの動物の習 
性を描寫する際にはどうも感じがおない事が夕いので，便を「鞭の動き」と言 
つたやうな使ひ方をする審もあら5とぶふが•これは少しでもその實除を•を、興 
に表はしずこい爲のものにしか過ぎぬ。この鞭はが1後 • 左右 • 大小それこそ自む 
自をに動かされる0步巧する時は大ていピンと直立させてゐる（第と潮)。ぶど 
まつすこ時など大きな振を一 • 二度やる事があると巧、ふと雌雄が出會つずこ時など 
は兩者共に體と垂直になるもで高々と上げて細かな振りを繰返ず0私は趣々地 
サソリモド キと雌 サソリモド キを會合さすやうに仕向けたし，义雌と雌雄と 
雄，これも出をはして見た力—-巧ひ合つた兩サ ソリモ ドキは也:上させすこ鞭をいと 



も紳!かに振，,古す化致は厂妙」を巧てゐろといふが似外に一寸晉ひ-装はし巧ない 
(巧八潮)。難サソリモドキと雌サソリモドキの遞遍の場をが一をこをやかであ 
ろむどとはここには音 ヘプ: >:い。力ういふ細かい鞭の動きは棒巧れなどでつ'^い 
た直歡こ化か:して巧られた L ので，二姐をを含させてからしばらく經す、'-後からや 
つと細かに振ふのである0サソリモドキの鞭狀體はだ L はホ茶で細長く，體長が) 
mm 化のもの；古お〜 50 mm が:ブ‘おさの鞭狀體を持つてゐるのが通常でをる 0 
後端にけくほど細く包 b 、 淡くが）化端の數 min 他な 透かして見える{立の淡さ 
で怎 り， それに鞭を體が夕數の帶巧りむの節々からがるので，振動 さす 時は一 
脖英 しくぶ える。 彼のが越しに曲げて， を 【物を盤し殺す ぶ袋を 膽〇た サソリの 
お V 、、 化などの端な を 想傑してホとんでもブ; i ： い事であるな 



兎も角も,この r む〇つり屢」の體中ではこの鞭狀 If 力’觀が孰 C と’つてな萊 
一等の口日口物なのである0鞭の動蒙がこのをの身上だとおつても離からも輪議を 
受けない だい。 それほど時と趨所によつていろいろな微妙な動穿を見戈ろ。 

この顯狀體にホいでも一つ太事なものがある0をれは第ーホ脚である0 
サソ义モド ネではこの第:一廉 脚 译胆 I と い. 〇たおがさつぱりなく，細長い搬狀に 
變形して居り，實際ホ巧に觀はれる.審もない。ホていの踢を薇腕の脉を娘つ 
たやクか隨がて、持ち上げ第妹にしてがんでゐるが.步き始める-とこの鞭がめ膊 
を前方〜つきおして.*左おを巧寬に觀かしたみ，僻かまさぐる荷奇ぶ裕好にこ 
の鞭脚を振り迴はしずこり，この動きだ义妙なのである - C 第と樹)。このが一步脚 
は觸感を司るものの.や W て見える。 

二つの變つた附屬器のこと.でかな,り.の識明を贊仁わが元へ戾ち 5 〇 彼の官を 
に動く鞭狀體が困で食はれてしまつすこといふ悲劇.を.物謗りづ'>一あ〇たのザあ 
る。この動物にはこの鞭が體を满まれることは巧當な.打擊に ffi 違ないらしが0 
移が作爲顿こ追ひをんだ一延によつてとうとう焼语を捉まれた牠巧は， この薇 
狀體の部かから食な始から nt 綱 n てしをつすこのである 0— この時の有機-を-も-資 
少し言ふと，兩づめ麵鬚を左ちに犬き.く脚いて—興ひか^り，一夫の大雜が後腹 
の一側をおさへるやうに遐かれた稱間に，‘^郎に口は鞭が贈のをホよ’り.3みの2 
あたりの所に瞒みつかれて.ゐたのである〇‘ずげやい動作で口器な腺部’來縫の小 
さい勵库な節にをび，贿方の犬绩‘で下腹ををらへるやうにしづ V 篡ひ始められ 
わのでをる。かうしてちわにもこの一極’咏盏辆まで頭舶§部め.壁V 、 部分の-みほ竣 
されすこがきれいに食*はれてしま夕だ〇 

上に述べためは作爲的になしずこ結末であつたが，かういぶ事なしに兎に角， 
良然の儘の形で放還しておいお飼育箱やのサソ•'リモドホにも鞭狀體ぶを失つた 
個體を見ることがある0それどころかをく食了された犠牲者を發見すもめであ 
る o ' 

Ip 育下に於て.共儀されるサソリモドキはおの今索での観察では何時むがのみ 
であつた 0 サソリモドキの躁は雌に化べると體も小さぐ舉奢であつて（第二翔， 
第 S 阔)，見すこところでは尚 U りは强さうには思なれな.い 0 とこちが雌が柯時も 
難されてゐをのである〇 1*4 巧維： t 巧を入れおいた飼育梁{恥こがてもががホ々 
に2巧やられた0•をの備にかまでに與给された他の輿延も省がのみであつすこ〇 
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觀紫例は決して多くはないのであるが，兎も巧も雄が犧牲にされすこ例はを!^で 
のところ見ない。更に興味深く思ふのはサ ソリモ ドキは常に體の後方から晦は 
れてゐるといふ事實である。共峻によつて繁れわ殘 I 塑を見るとが時も頭胸部か 
ら前方のみが食ひ殘されてゐるので，大てい粥 S 步脚の附狠から後方ボ食はれ 
てゐる。固い頭胸甲や觸鬚の變おした鉛には異常を認めないのが常である〇時 
に頭胸部の腹—面はかなり上方まで食ひ荒されてゐるが，背面の颠胸巧はそれか 
ら先に擔ふ銷と共にそつ'り強されてゐるのもある。兎も角，サソリモドキで 
は何時も巧臟に富んだ腹部义な完全にを了される事义はあ崔かで，後方から食ひ 
入つてゐる事な疑ひないとこをである。サソリの前方から始わて後腺を食ひ殘 
すのとはだ輩よなのである0上述せ る觀祭か らサソ y モドキでは， （ 1 ) 共晦は同 
種間にがても割合類繁に起るもので，これは食物關係がらも起り得るものであ 
るとおへられること，<： 2) 雌が雖に食はれてゐる， C 3) 體の後方から食はれて 
頭胸部や觸黯の如き堅圃な部は捨てられる，といふ事がいへる。化し （2) の 
項は交際季にがける問魅と共に尙ほ後に待すこねぼならぬものが多い0 
巧禦巧爲サソ9モドキが强い酷酿奧を發する事はかねがね關き及んでゐずここ 
.とであるが實地にをたつて見るとまことに關きしに勝るものがある。これは腹 
端に 硝口 しずこ麟よりのみ泌 物に よる ものである が筆者の觀察 したところを次に 
記す。 

その棲所にがて彼等を捕へんとすると，サソリモドキは例の大卽を左右に閒 
き，第一歩脚は前〜高くつきおされ，鞭が體はピンと眞直ぐさせて，恰も威嚇 
するかの如き擧指をとり，如何にも怒りつほ•く鞭を强く見つ大きく振ふ。これ 
に截れをなさずサット乎を下すと，その途端に腹端から液が奔おして飛練を浴 
び，强い體祗の莫が鼻をぉをふ。同一個體に就いて實驗するに，か^る狼の發 
巧は通常 ffl ついで二回位なすが，をれが上行ふことは稀である。定量:研究はホ 
だ巧は.ぬがこの奔おする液の量はかなりのものである〇この液は多少紫藍をを 
帶びた透明液である。 

サソリモドキ の腹部末靖の節は可動的であるからこの分泌液はかなり お 意に 
外敵の來るホ巧〜奔おせしめ得るものの女口くである。數寸も奔上せしめる事が 
ある0生殖腺を巧胜す必要上，生まの輸この動物を解剖臺上にぉき處理せん 
とする時，おは度々この奔巧液の洗禮を受けるのであるが.ビン セットを 持ち 
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至ると鞭狀體をピンと莲上げ，利時に鞭狀體の附化の腹部お端の節を上方へ裘 
上けてみるのでみ泌液戌奔上し，その窩さは施 K ; こが上には速する〇膳、 
作中の私の眼に飛びこをずのであるから雜かなものである。この飛ホを颜にが 
びると皮晴が走つて，じリヒリと術く數み閒はこの痛みが撥く。何時もこの鞋 
度で沸商するのでをの先な来货试してないが，巧:面後もしばらくは忠ろのであ 
り，眼中に飛び入つすこりすると相當の痛之であるから，かなり强度の酸である 
こと は否めない 0 数您いぢつてゐると踞もやられ勝で，職ホが時もマスクをは 
めて仕事する事にしてゐる。巧上したこのみ泌液の飛ホは直徑35し ‘m 位の範觀 
には四散する。このか泌液は前にも音づた如く固おこ常用ずる氷醋酸をかぐの 
と一寸もちがはね-杏を有して居り，解剖に際し廬々生殖腺はこの液で酢潰にあ 
つすこや P にもなる。棘の生觸腺の細胞學的研究に’よこの分泌液は見のがし得/ぶ 
い密接な關係があるので，研究村料摘出後，性細胞を注離觀然する際にも圃お 
液の處'法にも特別にが听つて研究してゐる譯である。しかしこの蒂は本論には 
直接の關係かない。 

兎も角もサソ y 节ド乎がこの强奧ある分泌液をが巧ずるのは危普を加へられ 
んとする時になすことは姨ひないやうである〇同じ仲間と曲會つすこ際とか又を 
铅動物を與へて輕い實驗をしたやうな場合とかには未だ一度もこのか泌破を奔 
おする機な事を見たことがない0サソ9をドキが外敵への防禦は，强大な餅と 
腹端から奔出する强い醋酸奥の液とがまなるものであり，而も腹端が可動的な 
小圓挂がの節から成る事はこの防禦巧爲に有力な役目を演ずるものとして記慌 
せらるぺきものと思ふ 0 

飼育餘談 「これはむつつり•しただまり盧暮し振りは 人 罔を忌み，〇きあつて 
も座興のない蟲。をのために記述と云つては解剖學上の事巧をおけげ，まあ何 

もないといつてよい」- といふ節は Fah が 扩 サソリ の觀察記を物すにあ 

たつて冒頭に郁つたところである0同じことはサソリモドキにもちへるのであ 
ろが，飼つて見るとこのサソリモドキも少しは座輿がある0さ5いつた座興の 
幾つかを述べすこのであつた。就中「鞭の動き」や第一歩卿の運動に惹かれるが 
がみくなかつた0挿入しすこ寫眞（第六圖，第と圖，第八圖）にはこの鞭の動きや 


6) が•山巧譯•前出 P •が. 
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樂一步脚の動きの穗々な姿態があらはれてゐる寶なのであろが，所證これは. 動 
かざる像にしか述ぎん嘗てさる日本叢墙の大御所が，「かつて外遊した時が 
寧の窓から毅馬の看がを見た0をの，看极は寫眞を止臺馬しすこものであるが，實 
によ X 出 來てゐわ〇モの時ふ' と考へすこのは寫眞辣如何に銳巧にが來てみても馬 
をなしわ隣間は靜止してしまつてゐる〇蕾:をがてこの-藤止のない一常に動い 
てゐる獄を橄いて見たいと思つてと、掛けてきすこことがこの齋です」といつすこや 
うな意味のことを，ある美術記者に語'つたといふ。をの通りで，殊に，ほそい 
鞭の，.細かな所作事など到底寫し出されるものでもない。しかレ見るものよろ 
しく そのと、 算で ピン ボケにあらざる ピン ボケの中にをの r 動,き丄の锁を霜取さ 
れん’ことを〇かういふ餘談はをく棘の座興を少しでもひきたててやりたい踩の 
ものでしかない〇 

ところで酸後にこ‘巧動物を飼育備に轉ち來すまでの輸送小話を綴つて，この 
珍動物を今後生かして持ちもをらブとする人々の爲に參-顿こ供し，この小鶴‘を綻 
ぶとしや！) 〇 

元氣ものに似合なずサソリモドキが案外に’もろく生かして歸るこどな—‘なかな 
かの困難である0私の經驗でなサソリの比でない0牛深から富阔聊にある臨海' 
赞驗所までな自動寧で5〜 C 時閒の膊ではあるが，採集罐にみし多數を入れて 
運ぶと小さむ.僻體などは大部みお陀瓣になつてしえふ0せいぜい‘數徑といふ少 
數倾體をル了しを夕數うがつた木锦にでも入れて持ち運ぶとホづ大义夫でおも 
が，これて•な少し續つわ數を必嬰とする時は自然と輸送權を多數要し嵩ばつ 
てくるので不便化もない。それに賴や罐の中では愿々共嗦をやるし，一番廣 
る事は.輸送途中の動撥が因でこの動物特有の强い體酸奥の液を多量おし，その 
爲に小さな俩體など殆んどすベて驚れるものである 0 私が一番まをに敎室まで 
持ち歸つむのはガーゼの装に入れたものであつた0趣を巧せばなんでもないの 
であをが，：：の法が一齋簡單で且つ嵩げりもがず，一寸’注意をずれげ幼をでも 
巧:氣に遠距離をでも運ばれる。煎 X 20 cm 位の袋に成體でも12〜3西位迄な入 
れても大丈夫である 0 このガーゼ袋なれば輕くもあるし，自をに疊まれもし， 
こんなのを數個重ねても大义夫でどこへでも納まつて.くれる 0 ：-潘輕便な輸送 
法かと思占が，私は.近く叉出かけて來ようとして&るのであ案があつたら切に 
御す;敎を願ひすこい 0 
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筆を擱くに當り.稼集に研究に多大の鄉好意と御援 I 力を賜はりすこる天舉臨海 
實験所長大总廣巧丈に厚く感謝の意を表する 0 馬場菊太郎博±には間所滞をか 
終始御厚情を恭ぅし且採集にも萊遊の勞をとられわ0愁に銘記して激黨を聚 
す0又種々有益な御示敎を賜つわな崎橫云博女，池巧単人博かこ厚く街:藉申よ 
げる〇 


日本達を顯目あ脚鬚呂知見補遺* 

髙息春 雄 

C 東を文理科大學動物學敎室） 


§南洋の 觀 

學义臟口晃-^^:が柬巧高等師範擧校南洋研究顏の^員として 1940 年 12 巧 15 因 
山城化で溃演を批帆されろので巧南洋產の嫉の探集を，巧來れげカニムシモド 
キも採つて來て下さる機にぉ願ひして曆いわ。今年1巧20日巧な恙無く且つみ 
数の多足類及び蛛形類樣なを携〜て歸京された。其等の穂品中全蛾岡あび脚鬚 
目關係の 4 瓶を予に据供された0御炊賴しては置いたもの'^カニムシモドキ探 
取にがかすることは餘り期待出がなかつた义に，それを 3 頭も採おし旦.つ予に 
は新しい知見を得させて下さつたことを深く感謝致さねば'ならない。 4 観の巧 
をは ヤへ卞 マサ ソリ 10 頭， カ ニムシモドキ 3 頭である0 

ヤへヤマサソリ LiocJieles axistralasiae く Fabricius, 1775) 

25. XII. 1940 コ。ール爲アルミスがにて朽木の樹皮下より幼 1 琐. 1941 年 
元目パラホ本島淸水村より朝回がに至る間樹皮下より成れを 1 煎も L 1941 T 
ルミス村にて巧 下で 成幼共 8 頭を獲られた 0 お 日に 獲た成雌は 背 巧長 7.5 ( 單 
位館)，背甲幅了ふ腹部裝 40, 腹部幅 9, 大腿長 45, 觸鬚長％第 1 ホ脚長け， 


* ネ縮內をの一^は10巧中旬恤臺巿に於ける日本麵學會第【て圓大會席上江崎潍ミ • 
鳥島春椎により「本邦產目知見」•の題下に講演せられる。 



